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海を臨む古墳　　ひたちなか市の平磯から磯崎，阿字ヶ浦にかけての臨海部には，200 基近い古
墳が確認されています。その中でも特に海を意識して造られたと思われる石棺墓が，磯崎東古墳群
の海を臨む斜面部でみつかり，『埋文だより』46 号で紹介しました。その後，同じような石棺墓
は，平磯の三ツ塚古墳群や入道古墳群でも過去に調査されていたことがわかりました。つまり，
平磯から磯崎にかけての海を臨む斜面部には，石棺墓が広く分布しているということです。そし
て 2020 年，入道古墳群において新たに 6基の石棺墓を確認しました（上写真）。この調査によっ
て，海と古墳との関係が，より明らかになりそうです。　　　　　　　　　　　　　　（2020.9.16）
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調査報告　三反田古墳群羽黒支群の調査－LiDAR SLAMを使用した古墳の測量－　（梅田由子・三井　猛）

化石『ヒタチナカリュウ』標本の再分類　（加藤太一）

「私的茨城考古学外史－遺跡・人 出会いと別れ－」　第４回　発掘三昧への道　県内編１　（瓦吹　堅）

横穴墓を歩く㉖　北江間横穴群　（山田康雄）

ワンケース・ミュージアム 52　徳川光圀と文化財保護 遺跡めぐり　栃木県の遺跡探訪

ひたちなか市の遺跡⑧改訂版　佐野中学区編 のぞき見、展示室②　田彦西原遺跡の有角石器

ワンケース・ミュージアム 53　モノを測る 歴史の小窓㉖　刺身はにんにく？しょうが？ ほか



　

LiD
A

R

の
技
術
を
使
用
し
た
身
近
な
物
は
、
現
在

多
く
の
自
動
車
で
採
用
さ
れ
て
い
る
衝
突
安
全
装
置
に

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
のLiD

A
R SLA

M

を
使
用
し
た
遺
跡
の
測
量
方

法
は
、（
独
）
奈
良
文
化
財
研
究
所
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー 

遺
跡
・
調
査
技
術
研
究
室
と
の
連
携
研
究
で
実

験
を
重
ね
て
き
た
も
の
で
、
今
回
の
研
究
調
査
は
、
ひ

た
ち
な
か
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
と
の
共
同
研

究
で
三
反
田
古
墳
群
羽
黒
支
群
を
測
量
し
ま
し
た
。

２　
三
反
田
古
墳
群

　

三
反
田
古
墳
群
は
県
道
38
号
線
（
那
珂
湊
那
珂
線
）

沿
い
の
那
珂
川
左
岸
と
中
丸
川
右
岸
に
挟
ま
れ
た
東
西

に
伸
び
る
幅
約
六
◯
◯
ｍ
の
細
長
い
台
地
上
に
長
方
形

墳
、
前
方
後
円
墳
、
そ
し
て
多
数
の
小
円
墳
が
あ
り
西

側
よ
り
飯い
い
づ
か
ま
え

塚
前
支
群
、
塙
は
な
わ
支
群
、
羽
黒
支
群
に
よ
っ
て

１　
は
じ
め
に

　

古
墳
や
城
館
跡
な
ど
地
上
に
残
る
い
わ
ゆ
る
地
上
遺

構
の
墳
丘
や
土
塁
・
堀
な
ど
の
地
形
は
、
地
上
測
量
の

技
法
を
用
い
て
記
録
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
上
測
量
の

測
量
技
法
は
、
平
板
測
量
と
ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
以
下T

S

）
に
よ
る
地
形
測
量
の
二
つ
の
技
法
が
主

と
し
て
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

平
板
測
量
に
よ
る
地
形
測
量
は
、
明
治
時
代
か
ら
昭

和
・
平
成
ま
で
の
一
◯
◯
年
以
上
の
長
い
期
間
使
用
さ

れ
続
け
、
考
古
学
界
に
お
い
て
は
現
在
で
も
一
部
の
機

関
で
使
用
さ
れ
て
い
る
有
用
な
測
量
技
法
で
す
。

　

T
S

を
使
用
し
た
地
形
測
量
は
、
平
板
測
量
の
機
器

と
併
用
し
てT

S

で
計
測
し
た
座
標
を
平
板
上
の
方
眼

紙
等
に
プ
ロ
ッ
ト
す
る
方
法
と
、
電
子
平
板
を
接
続
し

て
測
量
す
る
方
法
が
現
在
考
古
学
界
で
主
流
と
な
り
多

く
の
機
関
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
研
究
調
査
に
用
い
た
測
量
方
法
は
、

LiD
A

R SLA
M

（Light D
etection A

nd Ranging 
/ Sim

ultaneous Localization and M
apping

の
略

称
）
い
う
測
量
技
法
で
す
。

　

こ
のLiD

A
R SLA

M
 

の
原
理
は
、LiD

A
R

に
よ
っ

て
レ
ー
ザ
ー
光
線
を
照
射
し
て
反
射
し
た
光
を
受
光
す

る
ま
で
の
時
間
差
で
距
離
と
位
置
を
計
測
し
た
数
百
万

点
～
数
億
点
の
レ
ー
ザ
ー
計
測
点
の
情
報
をIM

U

と

い
う
慣
性
計
測
装
置
で
加
速
度
と
角
速
度
の
情
報
を
同

時
に
記
録
し
て
移
動
し
な
が
ら
測
り
、
自
己
位
置
を
特

定
し
な
が
ら
地
図
を
作
成
す
る
最
新
の
測
量
方
法
で

す
。

調査報告

梅田由子 ・ 三井 猛

　三反田古墳群の前方後円墳である第１・２
号墳は，数年前まで草木に覆われ，その姿を
見ることができませんでした。2017 年頃から
三反田小学校の古墳の学習活用を目的とした
除草作業を実施していただいた結果，数十年
ぶりに古墳とその地形を確認できるようにな
りました。そこで，最新の測量技術を使って，
古墳と地形の測量を実施しました。（稲田）

－ LiDAR SLAM を使用した古墳の測量－
三
み た ん だ

反田古墳群羽
は ぐ ろ

黒支群の調査

図１　羽黒支群位置（ひたちなか市都市計画図）
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構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

古
墳
群
の
範
囲
は
総
延
長
約
九
◯
◯
ｍ
に
渡
り
東
西

に
広
が
り
、
台
地
中
央
よ
り
那
珂
川
左
岸
の
河
岸
段
丘

側
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

　

測
量
対
象
地
は
、
こ
の
三
反
田
古
墳
群
羽
黒
支
群
内

の
三
反
田
１
号
墳
・
２
号
墳
・
３
号
墳
が
所
在
す
る
区

域
約
一
七
，
◯
◯
◯
㎡
で
す
。（
図
１
）

３　

LiDAR SLAM

に
よ
る
古
墳
の
測
量

　

LiD
A

R SLA
M

に
よ
る
測
量
は
、
測
量
対
象
地
の

踏
査
か
ら
始
め
ま
す
。
具
体
的
に
は
古
墳
の
現
状
の
遺

存
状
態
と
土
地
利
用
の
状
況
、
地
形
の
地
勢
と
植
生
状

態
を
観
察
し
ま
す
。
樹
木
や
低て

い
ぼ
く灌

、
笹
や
下
草
な
ど
の

植
生
が
密
集
し
て
い
る
場
合
は
最
新
の
測
量
機
器
で
も

測
量
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
除
伐
（
草
刈
り
）
作

業
を
し
て
見
通
し
を
良
く
し
ま
す
。

　

次
に
、
測
量
範
囲
の
設
定
と
基
準
標
定
点
の
設
置
を

し
、
測
量
精
度
を
管
理
す
る
た
め
の
測
量
を
お
こ
な
い

準
備
を
整
え
ま
す
。

　

幸
い
に
も
三
反
田
古
墳
群
羽
黒
支
群
は
、
隣
接
の
三

反
田
小
学
校
で
草
刈
り
を
し
て
下
さ
っ
た
た
め
直
ち
に

測
量
を
始
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

LiD
A

R SLA
M

は
調
査
を
す
る
測
量
調
査
対
象
地

を
漏
れ
な
く
測
る
た
め
、
空
白
域
を
発
生
さ
せ
な
い
測

定
ル
ー
ト
を
計
画
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
古
墳
を
囲
む
よ
う

に
歩
行
し
な
が
ら
測
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

測
量
機
器
は
、V

LP-16

を
使
用
し
たStencil2

で
、

一
六
個
の
レ
ー
ザ
ー
と
送
受
信
セ
ン
サ
ー
を
持
ち
、
水

平
三
六
◯
度
の
全
方
位
、
垂
直
三
◯
度
の
角
度
を
約
一

◯
◯
ｍ
の
距
離
ま
で
の
範
囲
を
一
秒
間
に
約
三
◯
万

ポ
イ
ン
ト
を
測
定
す
る
こ
と
が
出
来
るLiD

A
R T

O
F

方
式
のLiD

A
R

計
測
器
で
す
。

４　
計
測
の
成
果

　

LiD
A

R SLA
M

に
よ
る
測
量
時
間
は
一
回
当
た
り

約
二
◯
分
程
度
で
面
積
約
一
七
，
◯
◯
◯
㎡
、
高
さ
約

二
◯
ｍ
ま
で
の
範
囲
を
約
三
，
◯
◯
◯
万
点
測
り
ま
し

た
。
こ
の
総
計
測
点
数
か
ら
一
㎡
当
た
り
の
平
均
計
測

点
数
を
求
め
る
と
約
一
，七
◯
◯
点
以
上
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
無
数
の
計
測
点
は
平
面
位
置
の
み
な
ら
ず
高

さ
情
報
も
持
ち
、
建
築
物
や
フ
ェ
ン
ス
な
ど
の
地
物
、

大
き
な
樹
木
か
ら
低
い
灌か
ん
ぼ
く木

、木
々
の
枝
葉
や
草
な
ど
、

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
物
を
三
次
元
で
測
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。（
図
２
）

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
測
量
調
査
の
目
的
で
あ
る

古
墳
の
測
量
の
場
合
、
こ
れ
ら
樹
木
や
草
、
建
造
物
な

ど
の
地
形
以
外
の
情
報
は
地
形
解
析
を
す
る
際
邪
魔
な

情
報
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
先
ず
、
計
測
点

群
デ
ー
タ
を
解
析
処
理
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
使
用
し

て
樹
木
や
建
造
物
な
ど
明
ら
か
に
地
形
と
は
関
係
の
無

い
情
報
を
除
き
ま
す
。（
図
３
）

　

次
に
、
地
形
に
近
い
灌
木
や
草
な
ど
の
地
形
に
接
す

る
計
測
情
報
を
除
外
し
た
後
、
一
㎡
当
た
り
の
最
も
標

高
の
低
い
計
測
点
情
報
の
み
を
残
し
て
等
高
線
計
算
を

し
ま
す
。（
図
４
・
５
）

　

等
高
線
は
平
面
で
あ
る
地
図
に
地
形
の
高
低
差
や
形

状
（
地
勢
）
を
表
す
表
現
方
法
で
す
。
も
と
も
と
平
面

図
で
高
さ
を
表
す
た
め
に
作
ら
れ
た
等
高
線
は
、
現
在

の
三
次
元
図
で
も
3D
イ
メ
ー
ジ
の
み
な
ら
ず
、
地
図
本

測量風景

Stencil2

第 2号墳
3



図２　斜め俯瞰図（全計測点）

図３　斜め俯瞰図（樹木等を除外した計測点）

図４　斜め俯瞰等高線線図（１㎡当たり最低標高計測点）
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来
の
目
的
で
あ
る
地
図
を
判
読
す
る
こ
と
が

出
来
る
有
用
な
図
化
方
法
と
言
え
ま
す
。
特

に
微
地
形
測
量
解
析
が
必
要
な
考
古
学
の
測

量
で
は
等
高
線
解
析
に
よ
っ
て
地
形
に
隠
さ

れ
た
人
為
的
な
地
形
改
変
痕
跡（
造
成
痕
跡
）

を
見
い
だ
す
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

今
回
の
三
反
田
古
墳
群
羽
黒
支
群
の
測
量

で
は
、
計
曲
線
を
一
ｍ
間
隔
、
主
曲
線
を
二

◯
㎝
間
隔
で
等
高
線
を
作
成
し
、
次
の
よ
う

な
解
析
が
さ
れ
ま
し
た
。

・
三
反
田
１
号
墳

全
長
約
37
・
８
ｍ
、
後
円
部
径
約
25
ｍ
、
前

方
部
幅
約
21
ｍ
、
後
円
部
高
約
３
・
８
ｍ
、

前
方
部
高
約
３
・
５
ｍ
。
前
方
部
が
南
東
、

後
円
部
が
北
西
で
、
後
円
部
の
突
端
が
削
平

さ
れ
た
前
方
後
円
墳
の
可
能
性
が
解
析
さ
れ

ま
し
た
。

・
三
反
田
２
号
墳

全
長
約
24
・
８
ｍ
、
後
円
部
径
約
10
・
１
ｍ
、

前
方
部
幅
約
９
・
９
ｍ
、
後
円
部
高
約
１
・
７

ｍ
、
前
方
部
高
約
１
・
４
ｍ
。

・
三
反
田
３
号
墳

直
径
約
15
・
８
ｍ
、
高
さ
約
２
・
１
ｍ
。

　

そ
の
他
、
古
墳
の
可
能
性
が
あ
る
微
地
形

解
析
結
果
が
三
反
田
２
号
墳
の
南
西
約
二
四

ｍ
の
台
地
の
縁
辺
に
直
径
約
八
ｍ
、
高
さ
約

◯
・
五
ｍ
の
円
墳
状
の
高
ま
り
（
図
５
Ａ
）
と
、
三
反

田
１
号
墳
後
円
裾
部
よ
り
西
へ
約
三
◯
ｍ
の
所
に
全
長

約
二
◯
ｍ
の
削
平
さ
れ
た
前
方
後
円
墳
ら
し
き
痕
跡

（
図
５
Ｂ
）
の
等
高
線
解
析
結
果
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
５　
お
わ
り
に

　

こ
の
よ
う
にLiD

A
R SLA

M

に
よ
る
測
量
は
短
時

間
で
密
度
の
濃
い
レ
ー
ザ
ー
計
測
を
可
能
と
し
た
メ

リ
ッ
ト
の
多
い
測
量
方
法
で
通
常
実
施
さ
れ
る
測
量
で

は
非
常
に
有
用
で
あ
り
ま
す
が
、
万
能
な
測
量
方
法
と

い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
考
古
学
の
測
量
調
査
と
し
て
は
、
古
墳
を
構
成

す
る
形
状
の
属
性
分
類
や
、
地
表
面
の
腐
葉
土
を
除
い

た
安
定
し
た
地
面
の
測
量
、
遺
物
の
散
布
状
況
の
測
量

な
ど
は
出
来
ず
、
遺
跡
の
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
に
用
い
る

に
は
不
向
き
な
面
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
広
範
囲
の
地
形
や
遺
跡
を
調
査
す
る
概

査
と
し
て
の
測
量
に
は
非
常
に
有
用
で
す
が
、
測
量
結

果
か
ら
数
理
解
析
を
す
る
精
査
の
測
量
で
あ
る
微
地
形

測
量
と
し
て
利
用
す
る
に
は
、
今
後
研
究
を
蓄
積
し
て

よ
り
利
用
価
値
の
高
い
技
術
と
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。（
三
井
・
梅
田
）

参
考
文
献

ひ
た
ち
な
か
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
二
〇
一
七
「
９
三
反
田
古
墳
群
・
高
井

古
墳
群
」『
ひ
た
ち
な
か
埋
文
だ
よ
り　

第
46
号
』
ひ
た
ち
な
か
市
埋
蔵
文
化

財
調
査
セ
ン
タ
ー

金
田
明
大　

二
〇
一
七
「
大
変
だ
っ
た
の
で
仮
想
空
間
で
伐
採
し
て
み
ま
し
た
」『
文

化
財
の
壺　

第
５
号
』
文
化
財
方
法
論
研
究
会

三
井　

猛　

二
〇
一
九
「LiD

A
R

を
使
用
し
た
古
墳
の
３
次
元
測
量
とT

S

で
の

３
次
元
測
量
製
菓
の
比
較
」『
文
化
財
の
壺　

第
７
号
』
文
化
財
方
法
論
研
究
会

図５　測量図

Ａ

Ｂ

三反田１号墳

三反田２号墳

三反田３号墳
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遺跡めぐり
　　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
中
止
と

な
っ
た
昨
年
度
の
遺
跡
め
ぐ
り
。
今
年
度
は
無
事
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
『
栃
木
県
の
遺
跡
探
訪

‐
徳
川
光
圀
が
調
査
し
た
地
へ
‐
』
と
題
し
て
今
回
訪

れ
た
の
は
、
大
田
原
市
の
下

し
も
さ
む
ら
い
づ
か
こ
ふ
ん

侍
塚
古
墳
と
、
な
す
風
土

記
の
丘
湯ゆ

づ

か

み

津
上
資
料
館
、
那

な
す
の
く
に
の
み
や
つ
こ
の
ひ

須
国
造
碑
。
そ
し
て
那
珂

川
町
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館
で
す
。
当
日
は
あ
い
に

く
の
雨
模
様
で
、
予
定
し
て
い
た
唐か

ら

の
御ご

所し
ょ

横
穴
墓
に

は
、
残
念
な
が
ら
行
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

下
侍
塚
古
墳
は
徳
川
光
圀
が
元げ

ん
ろ
く禄

五
（
一
六
九
二
）
年

に
日
本
で
初
め
て
発
掘
調
査
を
行
っ
た
、
前
方
後
方
墳

全員マスクで集合写真

下侍塚古墳見学風景

と
い
う
形
を
し
た
古
墳
で
す
。
昭
和
二
六
年
に
は
国
指

定
史
跡
に
な
り
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
文
献
に
よ
る
と

当
時
の
調
査
で
は
、
鏡
や
甲

か
ぶ
と
よ
ろ
い

鎧
の
破
片
な
ど
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
光
圀
が
出
土
品
の
詳
細
な
絵
図
を
残
し
、

そ
れ
を
松
板
の
箱
に
納
め
埋
戻
し
、
墳
丘
が
崩
れ
な
い

よ
う
松
を
植
え
保
護
ま
で
行
っ
た
貴
重
な
古
墳
で
す
。

傘
を
さ
し
な
が
ら
の
見
学
で
し
た
が
、
松
が
植
え
ら
れ

た
美
し
い
景
観
に
皆
さ
ん
感
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

那
須
国
造
碑
は
、
昭
和
二
七
年
に
書
跡
の
国
宝
と
し

て
指
定
さ
れ
た
、
六
世
紀
～
七
世
紀
に
機
能
し
て
い
た

「
国
造
」と
い
う
役
職
に
つ
い
た
人
物
に
つ
い
て
記
さ
れ

た
石
碑
で
す
。
光
圀
の
下
侍
塚
古
墳
発
掘
の
き
っ
か
け

に
も
な
り
ま
し
た
。
約
一
三
〇
〇
年
経
っ
た
今
で
も
、

は
っ
き
り
と
文
字
が
残
る
石
碑
を
、
実
際
に
見
た
参
加

者
は
「
来
て
よ
か
っ
た
」
と
と
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
し

た
。

　

雨
に
濡
れ
な
が
ら
の
見
学
で
し
た
が
、
な
か
な
か
外

出
で
き
な
い
状
況
下
で
、
久
々
の
遠
出
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
皆
さ
ん
と
て
も
良
い
思
い
出
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
田
中
美
零
）

 

　

第
２
回
で
紹
介
す
る
の

は
、
田た

び
こ
に
し
は
ら

彦
西
原
遺
跡
か
ら

出
土
し
た
、
有ゆ

う
か
く
せ
っ
き

角
石
器
で

す
。
田
彦
西
原
遺
跡
は
、

田
彦
中
学
校
の
南
西
部
に

位
置
し
ま
す
。
現
地
踏
査
や
試
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

遺
物
や
遺
構
が
確
認
で
き
ず
、
遺
跡
の
実
態
は
不
明
で
す
。
こ

の
有
角
石
器
は
、
畑
の
耕
作
中
に
出
土
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、

明
治
大
学
考
古
学
研
究
室
に
寄
贈
さ
れ
、
同
大
学
博
物
館
で
保

管
さ
れ
て
い
ま
す
。
展
示
し
て
あ
る
も
の
は
、
博
物
館
の
ご
好

意
で
作
成
さ
れ
た
レ
プ
リ
カ
で
す
。

　

有
角
石
器
は
、
茨
城
県
と
千
葉
県
を
中
心
に
、
関
東
か
ら
東

北
南
部
の
弥
生
時
代
中
期
後
半
～
後
期
に
か
け
て
の
遺
跡
か

ら
出
土
し
ま
す
。
一
端
の
先
が
撥

ば
ち
じ
ょ
う

状
に
広
が
り
、
中
心
近
く
の

両
脇
に
角
状
の
突
起
が
付
く
の
が
特
徴
で
す
。
か
つ
て
は
、
実

用
の
石せ

き

ふ斧
か
祭
祀
で
使
用
さ
れ
る
祭
器
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
現
在
は
出
土
例
も
増
え
、
赤
彩
さ
れ
て
い
る
も

の
も
多
い
こ
と
か
ら
祭
器
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
形

状
か
ら
武
器
を
模
し
て
い
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
市
内
で
は
、
三
反
田
遺
跡
か
ら
一
点
の
有
角
石
器

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
田
中
美
零
）

のの
ぞ
き
見

ぞ
き
見展

示
室

展
示
室そ

の
２
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公益財団法人　ひたちなか市生活 ・文化 ・ スポーツ公社1 CASE  MUSEUM   Vol.52

休館日　月曜日（祝日の場合は翌日）

開館時間　9：00~17：00（入館は 16：30 まで）

ひたちなか市埋蔵文化財調査センター
茨城県ひたちなか市中根３４９９　TEL：０２９－２７６－８３１１

日時：２０２１年５月１５日(土 )～７月４日(日 )

徳川光圀と
文化財保護

遺跡めぐり
参考展示

入場無料

　

水
戸
藩
第
二
代
藩
主
の
徳と

く
が
わ
み
つ
く
に

川
光
圀
は
、
明め

い
れ
き暦

三
年
か

ら
開
始
さ
れ
た
『
大
日
本
史
』
の
編へ

ん
さ
ん纂

を
行
う
中
で
、
水

戸
領
内
で
出
会
っ
た
遺
跡
や
献
上
さ
れ
た
遺
物
に
対
し

て
、
記
録
や
保
存
と
い
っ
た
文
化
財
保
護
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
古
墳
の
被ひ

そ
う
し
ゃ

葬
者
を

調
べ
る
た
め
、
日
本
で
初
め
て
発
掘
調
査
を
行
っ
た
、

栃
木
県
大お

お
た
わ
ら

田
原
市
に
あ
る
侍

さ
む
ら
い
づ
か
こ
ふ
ん

塚
古
墳
で
す
。
こ
の
光
圀

の
偉
業
や
文
化
財
に
対
す
る
想
い
は
、
全
国
の
藩
へ
と

広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
今
回
の
展
示
で
は
、
ひ
た
ち
な

か
市
内
で
光
圀
が
行
っ
た
文
化
財
保
護
に
つ
い
て
、
そ

れ
が
記
さ
れ
た
文
献
と
と
も
に
紹
介
し
、
関
連
す
る
遺

物
を
展
示
し
ま
し
た
。

川か

ご

づ

か

こ

ふ

ん

子
塚
古
墳

　

阿
字
ヶ
浦
海
岸
南
側
の
台
地
上
に
位
置
し
、
市

内
最
大
で
あ
る
五
世
紀
後
半
の
前
方
後
円
墳
で
す
。

『
水み

戸と

紀き

ね

ん年
』
に
は
平
磯
村
の
民
が
、
古
塚
を
掘
り

石せ
っ
か
ん棺

の
中
か
ら
「
甲

か
っ
ち
ゅ
う

冑
・
鏃ぞ

く

・
太
刀
・
陶
器
」
な
ど
の

副
葬
品
を
見
つ
け
、
塚
の
周
り
に
は
「
陶
器
」
が
埋

め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
記
述
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

『
茨い

ば
ら
き
け
ん
ひ
た
ち
の
く
に
な
か
ぐ
ん
ま
え
は
ま
そ
ん
し

城
縣
常
陸
國
那
珂
郡
前
濱
村
誌
』
に
は
小
池
吉
衛
門

が
塚
側
を
開
墾
し
て
、
「
陶
器
」を
掘
り
出
し
た
と
い
う

記
述
と
円え

ん
と
う
は
に
わ

筒
埴
輪
の
絵
図
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
現
在

こ
の
円
筒
埴
輪
は
、
堀ほ

り
で
じ
ん
じ
ゃ

出
神
社
で
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

堀ほ
り
で
じ
ん
じ
ゃ

出
神
社

　

川
子
塚
古
墳
か
ら
約
二
二
〇
ｍ
西
へ
進
ん
だ
位
置
に

あ
る
神
社
で
、
寛か

ん
ぶ
ん文

一
一
年
に
書
か
れ
た
『
常ひ

た
ち
の
く
に
な

陸
国
那

珂か
ぐ
ん
ま
え
は
ま
む
ら
ほ
り
で
ぐ
う
え
ん
ぎ

郡
前
浜
村
堀
出
宮
縁
起
』
に
は
創
建
の
由
来
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
鎮
守
争
い
を
し
て
い
た
前
浜
村
と
平
磯

村
が
境
界
に
あ
っ
た
古
墳
の
石
室
内
を
調
査
し
、
刀
・

鉾ほ
こ

・
鉄て

つ
ぞ
く鏃

・
鎧

よ
ろ
い

の
小こ

札ざ
ね

を
見
つ
け
、
光
圀
に
披
露
し
ま

し
た
。
光
圀
は
磯
前
大
明
神
（
現
在
の
酒さ

か
つ
ら
い
そ
さ
き
じ
ん
じ
ゃ

列
磯
前
神
社
）

の
神
世
の
兵
戦
具
と
考
え
、
出
土
物
を
御
神
体
と
し
て

堀
出
宮
を
建
造
す
る
よ
う
命
じ
ま
し
た
。
こ
の
創
建
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
古
墳
が
、
川
子
塚
古
墳
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
神
社
に
祭
ら
れ
た
遺
物
は
現
在
残
っ
て

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
境
内
に
は
古
墳
の
石
室
の
一
部
と

い
わ
れ
る
石
が
、
神
魂
石
と
し
て
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。

酒さ
か
つ
ら
い
そ
さ
き
じ
ん
じ
ゃ

列
磯
前
神
社

　

斉さ
い
こ
う衡

三
年
の
平
安
時
代
に
創
建
さ
れ
「
延え

ん
ぎ
し
き
じ
ん
み
ょ
う

喜
式
神
名

帳ち
ょ
う」

に
名
を
連
ね
る
少

す
く
な
ひ
こ
な
の
み
こ
と

彦
名
命
を
主
祭
神
と
す
る
神
社

で
す
。
「
酒
列
」と
い
う
地
名
は
、
海
岸
に
あ
る
岩
礁
が

南
に
傾
斜
し
て
い
る
中
に
、
一
か
所
だ
け
北
に
傾
斜
す

る
岩
が
あ
り
、
そ
れ
が
逆

さ
か
さ

に
列つ

ら

な
る
「
逆
列
」が
後
に
「
酒

列
」
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
城
京
跡
の

発
掘
調
査
で
出
土
し
た
、
約
一
三
〇
〇
年
前
の
奈
良
時

代
の
木も

っ
か
ん簡

に
「
常
陸
国
那
珂
郡
酒
烈
埼
所
生
若
海
菜
」と

い
う
墨ぼ

く
し
ょ書

文
字
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
光
圀
は
こ
の

神
社
が
人
々
が
多
く
行
き
か
う
道
沿
い
に
あ
る
こ
と
が

穢け
が

れ
に
な
る
と
考
え
、
神
社
の
境
内
を
拡
張
し
、
現
在

の
社
殿
地
に
遷せ

ん

ざ座
し
て
大
社
殿
を
造
営
し
ま
し
た
。

無む

に

や

く

じ

二
亦
寺

　

市
毛
に
所
在
す
る
、
山
梨
県
身み

の
ぶ
さ
ん

延
山
久く

お

ん

じ

遠
寺
を
総

本
山
に
す
る
日
蓮
宗
の
お
寺
で
す
。
無
二
亦
寺
と
い

う
寺
名
は
、
光
圀
が
つ
け
た
も
の
で
法
華
経
に
あ
る

「
唯

ゆ
い
ゆ
い
い
ち
じ
ょ
う
ほ
う

有
一
乗
法　

無む

に

や

く

む

さ

ん

二
亦
無
三
」と
い
う
言
葉
か
ら
き
て

い
ま
す
。
「
水す

い
ふ
し
り
ょ
う

府
志
料
」や
「
新し

ん
ぺ
ん
ひ
た
ち
こ
く
し

編
常
陸
国
誌
」
に
は
、
土

地
を
与
え
ら
れ
た
水
戸
藩
士
が
塚
の
中
か
ら
、
光
国
と

い
う
人
物
が
法
華
経
を
納
め
た
と
書
か
れ
た
、
高
さ
約

一
二
㎝
で
六
角
形
の
経

き
ょ
う
づ
つ

筒
を
発
掘
し
た
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
経
筒
は
光
圀
に
献

上
さ
れ
、
当
時
日
蓮
宗
に

手
厚
い
保
護
を
加
え
て
い

た
光
圀
は
、
元げ

ん
ろ
く禄

一
〇
年

に
寺
を
建
立
し
ま
し
た
。

創
建
の
発
端
と
な
っ
た
経

筒
は
、
無
二
亦
寺
に
保
管

さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
現

在
は
残
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。　
　
　

（
田
中
美
零
）

展示風景

『前濱村村誌』記載の
円筒埴輪
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新川

大
川

本郷
川

新川

佐
和

堀出神社

文
特別支援学校

素鵞神社

文
佐野小

文
佐野中

佐和高

高野小
文

文

東聖寺

古峯神社

秋葉神社

老ノ塚古墳群

鉾ノ宮古墳群

二ツ森古墳群 小貫山遺跡

お ぬき

やま こう や てらばたけ

ほこ

おい づか まご

せいりゅうじあと

めの

の みや

０ １km旧石器時代 縄文時代 弥生時代 古墳時代 奈良・平安時代

約 13000 年前 約 2300 年前 約 1700 年前 約 1300 年前 約 800 年前

ひたちなか市の遺跡８（佐野中学区編）改訂版

年までに発掘調査された遺跡 （地図上の●印）

高野小地区：鉾ノ宮古墳群， 下高場遺跡， 東原遺跡， 高野富士山遺跡，

　　　　　　　　　神田遺跡， 小貫山遺跡， 高野寺畑遺跡， 宮下遺跡

佐野小地区 ：老ノ塚古墳群， 佐和中宿遺跡， 孫目Ａ遺跡， 孫目古墳群，

　　　　　　　　　老ノ塚遺跡， 高場遺跡

　佐野中学区には，現在，

の遺跡がみつかっています。

この中には，縄文時代の小貫

山遺跡，弥生時代の高野寺畑

遺跡，古墳時代の鉾ノ宮古墳

群や老ノ塚古墳群，孫目古墳

群，中世の青龍寺跡がありま

す。これらの遺跡の多くが，

新川流域に存在しています。

　遺跡の発掘調査は，

年までに 回実施されてい

ます。 年の小貫山遺跡

の調査では，縄文時代の前

期の土器が出土しています。

年の高野寺畑遺跡の調

査では，弥生時代後期や古墳

時代後期，古代の住居跡が調

査され，古墳時代の住居跡か

らはたくさんの土器が出土し

ました。 年には鉾ノ宮

古墳群で前方後円墳１基と円

墳１基が調査され，人骨や大

刀，人物や馬形の埴輪が出土

しました。青龍寺跡は室町時

代に開山されたお寺の跡で，

年の調査によって建物

や池の跡がみつかっています。

年までに発掘調査された住居跡の数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９０基

高野寺畑遺跡から出土した弥生時代後期の土器に

は，顔付きの異なる３つの土器が見られます。３

本の線で文様を描く｢東中根式土器｣の系統，10

本など多数の線で文様を描く県南部域の土器の系

統，縄文の上に１本の太い線で文様を描く東北地

方の｢天王山式土器｣の系統，これらが複合してい

るのです。

青龍寺は霊松山昭秀院と号し，1497

（明応６）年に開山し，江戸時代末期

までの約 350 年間続いたお寺です。

高野地区に残る絵図には，本堂，仏堂，

庫裡，山門，心寺の池などが描かれて

います。調査では，池の跡から石製の

台座などが出土しています。

高野寺畑遺跡の古墳時代後期のⅠ-１号住

居跡からは，たくさんの土器が出土しま

した。

孫目古墳群の第１号墳は，1998～

99 年に発掘調査が実施されました。

古墳は直径６ｍの円墳で，埋葬施設

は凝灰質泥岩で構築された横穴式石

室です。残念ながら盗掘により副葬

品は見つかりませんでした。

鉾ノ宮古墳群は，第１号墳が全長約 32m の前方

後円墳で，第２号墳が外径約 18m の円墳です。

埋葬施設は第１号墳が箱形石棺で，中からは人骨

とともに鉄鏃や大刀，刀子が出土しました。第２

号墳は木棺と思われます。第２号墳の周溝からは，

馬形埴輪や人物埴輪，円筒埴輪が多く出土しまし

た。人物埴輪の表情は豊かで，現在も古代の笑み

をたたえています。これらの埴輪の製作地はどこ

か。これを探るために，ユニークな試みを行いま

した。それは警視庁の協力を得て，埴輪に残る工

人の指紋を調べたのです。その結果，残念ながら

馬渡埴輪製作遺跡で出土した埴輪の指紋との一致

はみつけられませんでしたが，古墳から出土した

埴輪の指紋のいくつかに一致したものがあり，同

一人物が製作したことを科学的に実証できました。

鉾ノ宮古墳群第２号墳から出土

した馬形埴輪
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『
ヒ
タ
チ
ナ
カ
リ
ュ
ウ
』
標
本
と
は
、
二
◯
◯
二
年
に
茨

城
県
ひ
た
ち
な
か
市
の
海
岸
に
露
出
す
る
那な
か
み
な
と
そ
う
ぐ
ん

珂
湊
層
群（
中

生
代
白は
く
あ
き

亜
紀
の
地
層
）
か
ら
発
見
さ
れ
、
二
◯
◯
三
年
以

降
は
“
翼
よ
く
り
ゅ
う
る
い

竜
類
”
の
肩け

ん
こ
う
こ
つ

甲
骨
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
化
石

で
あ
る
。
我
々
は
二
◯
二
◯
年
に
こ
の
化
石
に
つ
い
て
Ｃ

Ｔ
ス
キ
ャ
ン
を
用
い
た
内
部
構
造
の
観
察
を
実
施
し
、
分

類
学
的
再
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
化
石
は
翼

竜
類
の
肩
甲
骨
で
は
な
く
、
ス
ッ
ポ
ン
科
カ
メ
類
の
上
じ
ょ
う
わ
ん腕

骨こ
つ

で
あ
る
こ
と
が
新
た
に
わ
か
っ
た
。

　
画
像
１
で
は
、『
ヒ
タ
チ
ナ
カ
リ
ュ
ウ
』
標
本
（
Ａ
、
Ｂ
）

と
現
生
の
大
型
ス
ッ
ポ
ン
類
で
あ
る
イ
ン
ド
シ
ナ
オ
オ

ス
ッ
ポ
ン
の
上
腕
骨
（
Ｃ
、
Ｄ
）
の
断
面
構
造
を
比
較
し

て
い
る
。『
ヒ
タ
チ
ナ
カ
リ
ュ
ウ
』
標
本
の
内
部
は
一
部
が

溶
け
去
っ
て
い
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
が
海か
い
め
ん綿

骨
で
満
た

さ
れ
て
お
り
、
イ
ン
ド
シ
ナ
オ
オ
ス
ッ
ポ
ン
の
骨
の
内
部

構
造
と
類
似
し
て
い
る
。
翼
竜
類
の
骨
の
内
部
は
軽
量
化

の
た
め
に
中
空
と
な
っ
て
い
る
た
め
、『
ヒ
タ
チ
ナ
カ
リ
ュ

ウ
』
標
本
が
翼
竜
類
の
骨
で
は
な
い
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

し
か
し
、
骨
の
末
端
部
に
お
い
て
海
綿
骨
が
溶
脱
し
た
空

洞
に
堆
積
物
が
充
じ
ゅ
う
て
ん填し

て
い
る
た
め
、
初
期
の
研
究
で
は

こ
れ
を
翼
竜
類
や
鳥
類
に
み
ら
れ
る
空
洞
が
あ
る
も
の
と

誤
認
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

画
像
２
で
は
、
現
生
ス
ッ
ポ
ン
類
で
あ
る
ニ
ホ
ン
ス
ッ

ポ
ン
（
Ａ
）
お
よ
び
イ
ン
ド
シ
ナ
オ
オ
ス
ッ
ポ
ン
（
Ｂ
）

の
上
腕
骨
と
、『
ヒ
タ
チ
ナ
カ
リ
ュ
ウ
』
標
本
（
Ｃ
）
の
外

産
出
情
報
は
、
世
界
的
に
も
貴
重
で
あ
る
。
同
程
度
の
大

き
さ
の
白
亜
紀
の
ス
ッ
ポ
ン
類
化
石
は
、
北
ア
メ
リ
カ
と

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
が
、

東
ア
ジ
ア
か
ら
は
那
珂
湊
層
群
か
ら
の
産
出
が
唯
一
で
あ

る
。

　

那
珂
湊
層
群
か
ら
は
二
◯
一
三
年
以
降
に
同
程
度
の
推

定
全
長
と
な
る
ス
ッ
ポ
ン
類
の
甲こ
う
ら羅

の
骨
が
三
点
発
見
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
二
◯
◯
二
年
に
見
つ
か
っ
た
『
ヒ

タ
チ
ナ
カ
リ
ュ
ウ
』
標
本
こ
そ
が
、
那
珂
湊
層
群
産
の
巨

大
ス
ッ
ポ
ン
類
化
石
の
中
で
最
初
に
発
見
さ
れ
た
標
本
で

あ
る
。
カ
メ
類
化
石
に
対
し
て
『
～
リ
ュ
ウ
』
と
呼
ぶ
こ

と
は
混
乱
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
今
後
は
那
珂
湊
層
群
か

ら
産
出
し
た
大
型
ス
ッ
ポ
ン
類
化
石
に
対
し
て
、『
ヒ
タ
チ

ナ
カ
オ
オ
ス
ッ
ポ
ン
』
と
呼
ん
で
い
き
た
い
。

画像１ 内部構造の比較（ A，B：『ヒタチナカリュウ』

標本；C，D：インドシナオオスッポン上腕骨）

画像２ 外部形態の比較（A，ニホンスッポン上腕骨；B，イ

ンドシナオオスッポン上腕骨；C，『ヒタチナカリュウ』標本）

部
形
態
を
比
較
し
て
い
る
。

骨
の
く
び
れ
方
や
湾
曲
方

向
、
残
存
す
る
突
起
の
根

元
部
分
な
ど
の
特
徴
の
一

致
か
ら
、こ
の
標
本
が
ス
ッ

ポ
ン
類
の
上
腕
骨
で
あ
る

と
判
断
で
き
る
。
欠
損
部

を
復
元
す
る
と
、
こ
の
上

腕
骨
は
長
さ
が
約
一
二・五

㎝
、
生
息
時
の
甲
羅
の
大

き
さ
は
六
◯
～
七
◯
㎝

だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ほ
ど
大
き
な
白
亜

紀
の
ス
ッ
ポ
ン
類
化
石
の

化
石
『
ヒ
タ
チ
ナ
カ
リ
ュ
ウ
』
標
本
の
再
分
類

加
藤
　
太
一

（
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
茨
城
県
自
然
博
物
館
）

（引用・参考文献）

加藤太一・薗田哲平・中島保寿・安藤寿男 . 2020. 上部白亜系那珂湊層群から産出した “ 翼竜類 ”（ヒタチナカリュウ）標本の分類学的再検討 . 茨城県自然博物館研究報告 (23): 43-50.

「〝
ヒ
タ
チ
ナ
カ
リ
ュ
ウ
〟
は
ス
ッ
ポ
ン
だ
っ
た
！
」

は
、
二
◯
二
一
年
一
月
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
茨
城

県
自
然
博
物
館
発
行
の
『
ア
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
』
一
◯

四
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
の
タ
イ
ト
ル
で
す
。

　

ひ
た
ち
な
か
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
で
は
、

市
内
か
ら
出
土
し
た
化
石
と
い
う
こ
と
で
、
「
ヒ
タ
チ

ナ
カ
リ
ュ
ウ
」
に
つ
い
て
、
講
演
会
や
『
ひ
た
ち
な
か

埋
文
だ
よ
り
』
で
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
よ
っ
て
、

今
回
、
こ
の
研
究
成
果
を
発
表
さ
れ
た
加
藤
太
一
さ
ん

に
、
最
新
の
成
果
を
『
ひ
た
ち
な
か
埋
文
だ
よ
り
』
に

ご
報
告
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
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静岡県伊豆の国市

北江間横穴群

山田　康雄

（伊豆の国市 学芸員）

　

伊
豆
の
国
市
は
、
伊
豆
半
島
の
北
部
の
ほ
ぼ
中
央
部
の

内
陸
部
に
あ
り
、
北
江
間
横
穴
群
は
、
市
域
の
北
西
部
、

北
江
間
地
区
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
江
間
地
区
は
、

二
〇
二
二
年
放
映
予
定
のNHK

大
河
ド
ラ
マ
の
主
人
公

北ほ
う
じ
ょ
う
よ
し
と
き

条
義
時
が
本
拠
地
と
し
た
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

　

北
江
間
横
穴
群
は
、
大た

い
し
や
ま

師
山
横
穴
群
、
割わ

り
や
ま山

横
穴
群
、

大お
お
き
た北

横
穴
群
、
大

お
お
き
た
ひ
が
し

北
東
横
穴
群
の
四
つ
の
横
穴
群
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
五
一
年
に
大
師
山
横
穴
群
が
国
指

定
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
昭
和
五
九
年
に
ほ
か
の
横
穴
群
を

含
め
て
『
北
江
間
横
穴
群
』
と
し
て
国
指
定
史
跡
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

伊
豆
半
島
の
北
部
の
沼
津
市
南
部
か
ら
伊
豆
の
国
市
に

か
け
て
の
地
域
と
三
島
市
か
ら
函か

ん
な
み南

町
に
か
け
て
の
地
域

は
、
横
穴
墓
の
集
中
す
る
地
域
と
し
て
古
く
か
ら
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
前
者
は
、
伊
豆
半
島
の
北
西
部
に
広
が
る

静し
ず
う
ら浦

山
地
と
呼
ば
れ
る
凝
灰
岩
を
主
体
と
す
る
山
地
、
後

者
は
、
箱
根
山
南
西
麓
の
新
期
箱
根
軽
石
流
と
い
う
凝
灰

岩
が
分
布
す
る
地
域
で
、
い
ず
れ
も
凝
灰
岩
が
分
布
す
る

地
域
に
横
穴
墓
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。
北
江
間
横
穴
群
は
、

静
浦
山
地
の
南
向
き
の
斜
面
に
展
開
し
、
横
穴
墓
は
概
ね

南
東
～
南
西
に
向
け
て
開
口
し
て
い
ま
す
。

　

北
江
間
横
穴
群
の
一
つ
大
北
横
穴
群
に
お
い
て
は
、
昭

和
五
二
年
か
ら
五
五
年
に
か
け
て
四
回
の
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
、
四
七
基
の
横
穴
墓
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
は
『
大
北
横
穴
群
』
に
ま
と
め
ら
れ
、
七
世
紀
中
葉
に

横
穴
墓
の
形
成
が
始
ま
り
、
八
世
紀
前
半
に
盛
期
を
迎
え
、

九・一
〇
世
紀
ま
で
埋
葬
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
報
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。　
　

　

大
北
横
穴
群
に
特
徴
的
な
も
の
と
し
て
「
石い

し
び
つ櫃
」
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
本
横
穴
群
に
お
い
て
、
二
三
点
の
石
櫃
が

き た え ま

る
横
穴
や
「
ミ
ニ
横
穴
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
、
床
面
に
方

形
の
堀
込
を
作
る
な
ど
火
葬
骨
の
埋
葬
を
前
提
と
し
た
埋

葬
施
設
も
発
見
さ
れ
、
火
葬
と
い
う
埋
葬
形
態
が
導
入
さ

れ
て
も
横
穴
墓
が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

大
北
横
穴
群
の
成
果
は
、
仏
教
伝
来
に
伴
う
火
葬
の
導

入
以
降
も
横
穴
墓
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
、「
若
舎
人
」
と
い

う
文
字
を
持
つ
律
令
制
度
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ

と
を
想
起
さ
せ
る
人
物
が
被
葬
者
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
北

伊
豆
地
域
の
古
代
の
墓
制
を
語
る
う
え
で
重
要
な
鍵
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　
参
考
文
献　
『
大
北
横
穴
群
』
一
九
八
一  

伊
豆
長
岡
町
教
育
委
員

会　

蝦夷穴横穴墓群調査風景

確
認
さ
れ
ま
し
た
。「
石

櫃
」
は
、
凝
灰
岩
で
作

ら
れ
た
火
葬
骨
の
容
器

で
、
五
〇
㎝
の
程
度
の

方
形
・
円
形
・
家
形
の

形
状
で
、
内
部
を
刳
抜

き
容
器
と
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
二
四
号
横
穴
か

ら
出
土
し
た
石
櫃
に
は

「
若わ

か
と
ね
り

舎
人
」
の
銘
が
あ

り
、「
若
舎
人
銘
の
あ
る

石
櫃
」
と
し
て
国
指
定

重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

複
数
の
石
櫃
を
埋
葬
す

大北横穴群

大北横穴群第24号横穴出土「若舎人銘のある石櫃」
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大
学
二
年
の
一
九
六
七
年
に
初
め
て
発
掘
に
参
加
し
た

千
葉
県
花
見
川
遺
跡
を
皮
切
り
に
、
同
県
家
の
子
古
墳
群
・

湖
北
台
遺
跡
群
と
続
け
て
発
掘
に
参
加
し
、
自
分
な
り
に

発
掘
の
充
実
感
と
高
揚
感
を
感
じ
た
。

　

一
一
月
中
旬
、
同
期
で
日
立
市
出
身
佐
藤
政
則
君
の
誘

い
も
あ
っ
て
、
日
立
市
金か

な
い
ど

井
戸
遺
跡
の
調
査
に
参
加
し
た
。

こ
の
時
期
、
日
立
市
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
都
市
で
は
全

国
的
な
急
激
な
人
口
増
加
に
対
応
す
る
よ
う
に
、
住
宅
団

地
造
成
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
日
立
市
久
慈
町

に
も
大
規
模
な
住
宅
団
地
が
日
立
土
地
株
式
会
社
に
よ
っ

て
計
画
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
四
～
六
月
に
曲

ま
が
り
ま
つ松

遺
跡
、

一
一
月
か
ら
翌
三
月
ま
で
金
井
戸
遺
跡
の
調
査
が
実
施
さ

れ
た
。

　

調
査
主
体
は
太
田
二
高
関せ

き
ね
た
だ
く
に

根
忠
邦
先
生
が
代
表
理
事
の

茨
城
考
古
学
会
で
、
橿
原
神
宮
宮
司
井い

の
う
え
よ
し
や
す

上
義
安
氏
が
調
査

団
長
、
県
社
会
教
育
課
文
化
財
担
当
大お

お
も
り
の
ぶ
ひ
で

森
信
英
氏
、
県
史

編
纂
室
佐さ

と
う
つ
ぎ
お

藤
次
男
氏
、
さ
ら
に
教
員
の
寺て

ら
か
ど
も
り
お

門
守
男
（
日
立

一
高
）、
高た

か
ね
の
ぶ
か
ず

根
信
和
（
太
田
一
高
）、
志し

だ
じ
ゅ
ん
い
ち

田
諄
一
（
キ
リ
ス

ト
短
期
大
学
）
氏
達
や
部
活
の
高
校
生
達
が
参
加
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
は
安あ

じ
ま
し
ろ
う

島
志
郎
氏
（
日
立
市
役
所
）、
軍ぐ

ん
じ
な
が
こ

司
修
子

氏
（
小
学
校
教
員
）
も
調
査
員
と
し
て
調
査
に
加
わ
っ
た
。

し
か
し
、
殆
ど
の
調
査
員
は
現
職
の
た
め
連
日
の
調
査
参

加
は
不
可
能
で
、
土
・
日
中
心
の
調
査
と
な
っ
た
。
こ
の

時
期
は
ま
だ
大
型
開
発
に
伴
う
調
査
は
未
経
験
で
、
現
実

的
に
は
大
規
模
調
査
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
調
査
組
織
で

は
な
か
っ
た
。

　

曲
松
遺
跡
は
す
で
に
ロ
ー
ム
層
面
ま
で
表
土
が
削
平
さ

れ
て
お
り
、
黒
色
の
住
居
跡
落
ち
込
み
が
五
九
か
所
ほ
ど

確
認
さ
れ
、
約
三
か
月
間
の
土
・
日
で
の
調
査
は
三
二
軒

の
住
居
跡
調
査
に
終
わ
っ
て
い
る
。

　

金
井
戸
遺
跡
は
曲
松
遺
跡
の
南
に
位
置
し
、
調
査
は

一
九
六
七
年
一
一
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
同
じ
体
制
で
実

施
さ
れ
た
。
遺
跡
に
は
約
六
◯
か
所
の
落
ち
込
み
が
確
認

さ
れ
た
が
、
調
査
が
終
了
し
た
の
は
二
六
軒
の
住
居
跡
と

方
形
周
溝
墓
一
基
で
あ
っ
た
。

　

両
遺
跡
と
も
学
校
ご
と
に
分
か
れ
て
住
居
跡
の
調
査
が

実
施
さ
れ
た
た
め
、
出
土
遺
物
は
団
長
に
報
告
し
て
各
学

校
に
持
ち
帰
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
整
理
や
報
告
書
作
成

が
進
展
し
な
か
っ
た
。

　
私
は
金
井
戸
遺
跡
の
調
査
に
一
一
月
中
旬
と
翌
年
一・三

月
に
参
加
し
た
が
、
恩
師
志
田
先
生
の
担
当
す
る
茨
城
キ

リ
ス
ト
教
短
期
大
学
生
と
共
に
住
居
跡
を
調
査
し
た
。
そ

の
中
に
は
高
校
同
級
の
安あ

べ
の
り
お

部
憲
夫
・
大お

お
わ
だ
と
お
る

和
田
透
君
達
も
参

加
し
て
い
た
が
、
発
掘
は
初
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
佐
藤
君
が
二
◯
一
九
年
八
月
に
刊
行
し
た
『
曲
松
遺
跡
・

金
井
戸
遺
跡　

日
立
市
久
慈
町
地
内
の
調
査
記
録
』
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
遺
物
実
測
図
な
ど
か
ら
判
断
す
る
と
、
私

達
が
調
査
し
た
遺
構
の
ひ
と
つ
に
第
一
三
号
住
居
跡
（
弥

生
時
代
後
期
）
が
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
つ
い
て
は
殆
ど

記
憶
に
な
い
。
ま
た
、
私
は
一
辺
約
一
一
ｍ
の
方
形
周
溝

墓
の
遺
構
測
量
に
も
携
わ
っ
た
。

　

発
掘
の
帰
り
、
安
島
氏
と
軍
司
先
輩
、
さ
ら
に
佐
藤
君

と
一
緒
に
日
立
市
若
葉
町
の
中
華
料
理
店
で
夕
食
を
ご
一

緒
し
、
そ
の
後
軍
司
先
輩
の
ア
パ
ー
ト
に
お
邪
魔
し
て
考

古
談
義
。
そ
の
時
土
偶
の
写
真
集
を
借
用
し
た
が
、
そ
の

後
返
却
し
た
か
ど
う
か
記
憶
に
な
い
。
佐
藤
君
の
報
告
書

私的茨城考古学外史―遺跡・人　出会いと別れ―
第４回　発掘三昧への道　県内編１

瓦吹　堅東海村御所内遺跡調査風景
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の
中
で
そ
の
日
は
一
一
月
一
九
日
と
あ
っ
た
。

　

大
規
模
開
発
に
伴
う
曲
松
・
金
井
戸
遺
跡
の
調
査
に
つ

い
て
、
当
時
の
関
係
者
は
か
な
り
安
易
な
見
通
し
だ
っ
た

と
思
え
る
が
、
当
時
の
茨
城
県
内
の
大
型
開
発
に
伴
う
発

掘
は
全
く
経
験
が
な
く
、
結
果
的
に
は
全
掘
で
き
な
か
っ

た
。
当
然
住
居
跡
以
外
の
遺
構
の
確
認
も
調
査
も
実
施
さ

れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
存
在
を
推
測
す
る
知
識
や
経
験
さ
え

全
く
無
か
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
調
査
体
制
は
、

同
年
六
月
に
実
施
さ
れ
た
東
海
村
御ご

し
ょ
う
ち

所
内
遺
跡
で
も
継
続

さ
れ
た
。

　

金
井
戸
遺
跡
調
査
の
一
九
六
八
年
一
月
一
五
日
、
私
は

二
◯
才
の
成
人
式
を
迎
え
た
が
、
そ
の
日
も
発
掘
に
参
加

し
て
い
た
た
め
、
成
人
式
に
は
出
席
し
て
い
な
い
。
夕
方

自
宅
に
帰
る
と
、
食
卓
に
一
升
瓶
が
置
か
れ
て
い
た
。
父

は
「
呑
ん
で
も
良
い
ぞ
。」
と
一
言
。
成
人
式
に
も
出
席
せ

ず
に
発
掘
に
参
加
し
て
い
た
息
子
へ
の
餞
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
そ
の
酒
は
父
が
好
き
で
呑
ん
で
い
た
「
香か

ぐ
や
ま

久
山
」
と

い
う
福
島
県
産
の
日
本
酒
だ
っ
た
。

　

東
海
村
御
所
内
遺
跡
は
、
国
道
六
号
線
か
ら
原
子
力
機

構
ま
で
の
道
路
建
設
に
伴
う
調
査
で
、
一
九
六
八
年
六
月

一
五
日
か
ら
七
月
七
日
ま
で
の
土
・
日
の
六
日
間
実
施
さ

れ
た
。
調
査
体
制
は
曲
松
・
金
井
戸
遺
跡
と
同
様
な
も
の

で
、
御
所
内
貝
塚
に
隣
接
す
る
こ
と
か
ら
、
貝
塚
の
発
見

も
期
待
さ
れ
た
が
、
道
路
幅
の
調
査
区
に
は
結
果
的
に
古

墳
時
代
後
期
の
住
居
跡
四
軒
が
確
認
で
き
て
調
査
さ
れ
た
。

調
査
団
長
は
関
根
忠
邦
先
生
で
、
太
田
二
高
生
も
多
く
参

加
し
て
い
た
。
竈
を
も
つ
住
居
跡
四
軒
の
発
掘
が
、
こ
の

調
査
体
制
や
調
査
日
数
で
は
最
大
の
成
果
だ
っ
た
と
思
う
。

東海村御所内遺跡（1968年）

報
告
を
見
る
と
調
査
し
て
い
な
い
重
複
住
居
跡
も
存
在
し

て
い
る
。
こ
の
調
査
に
も
佐
藤
政
則
君
の
誘
い
が
あ
っ
て

参
加
し
た
が
、
七
月
一
日
か
ら
千
葉
県
八
街
市
滝
台
遺
跡

の
調
査
に
参
加
す
る
た
め（『
ひ
た
ち
な
か
市
埋
文
だ
よ
り
』

54
に
既
述
）、
御
所
内
遺
跡
に
は
六
月
の
土
・
日
だ
け
だ
っ

た
が
、
発
掘
調
査
報
告
書
の
参
加
者
名
簿
の
中
に
私
の
名

は
な
い
。
今
回
掲
載
し
た
御
所
内
遺
跡
の
ス
ナ
ッ
プ
は
、

完
掘
し
た
住
居
跡
の
竈
を
撮
影
し
て
い
る
様
子
で
、
中
央

に
佐
藤
次
男
さ
ん
や
そ
の
後
の
高
根
信
和
さ
ん
、
他
に
は

小
室
勉
君
や
安
島
志
郎
さ
ん
の
姿
も
確
認
で
き
る
。

（中央：佐藤次男氏）

歴
史
の
小
窓　

そ
の
二
六

　

写
真
の
遺
物
は
、
ひ
た

ち
な
か
市
石
高
遺
跡
か
ら

出
土
し
た
「
す
り
鉢
」・「
こ

ね
鉢
」
と
呼
ば
れ
る
須
恵

器
で
す
が
、
内
面
底
部
に

剥
離
痕
が
み
ら
れ
た
こ
と

や
、
北
野
博
司
氏
の
研
究

な
ど
を
参
考
に
、『
武
田
石

高
遺
跡
』報
告
書
で
は
、「
つ

き
臼
」
と
し
て
報
告
し
ま

し
た
。

　

こ
の
器
種
に
つ
い
て
森
川
実
氏
は
、「
醤
と
酢
を
ま

ぜ
た
も
の
に
ニ
ン
ニ
ク
を
合
え
て
タ
イ
の
刺
身
を
食
べ

て
み
た
い
」
と
い
う
万
葉
集
の
歌
を
挙
げ
、
使
用
方
法

の
一
例
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
那
珂
川
を
望
む
石
高
遺
跡

な
ら
、タ
イ
で
は
な
く
サ
ケ
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
な
ら
カ
ツ
オ
の
刺
身
を
食
べ
る
と
き
に
、
醤
油
に

チ
ュ
ー
ブ
の
に
ん
に
く
を
入
れ
る
よ
う
な
も
の
で
し
ょ

う
。奈
良
時
代
に
は
シ
ョ
ウ
ガ
も
あ
っ
た
よ
う
な
の
で
、

古
代
人
も
ど
ち
ら
に
す
る
か
迷
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
ち
な
み
に
私
は
カ
ツ
オ
は
ニ
ン
ニ
ク
派
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
々
木
義
則
）

　

参
考
文
献　

北
野
博
司
一
九
九
九
「
須
恵
器
貯
蔵
具
の
器
種
分
類
案
」『
北

陸
古
代
土
器
研
究
』
八
、
森
川
実
二
〇
二
〇
「
須
恵
器
の
臼
は
ど
う
使
う
？
」

『
寒
風
古
窯
跡
群
と
都
と
の
関
わ
り
』
瀬
戸
内
市

刺
身
は
に
ん
に
く
？ 

し
ょ
う
が
？

底部内面の剥離痕
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デ
ジ
タ
ル
機
器
の
め
ざ
ま
し
い
進
化
に
よ
り
「
遺
構

や
遺
物
を
測
る
」
と
い
う
作
業
に
も
大
き
な
変
化
が
生

じ
て
い
ま
す
。
二
◯
◯
七
年
度
か
ら
実
施
し
た
十
五
郎

穴
横
穴
墓
群
の
調
査
で
は
、
横
穴
墓
の
測
量
に
お
い
て

立
体
的
に
表
現
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
横
穴
墓
の
図

面
を
、
新
し
い
測
量
技
術
に
よ
り
的
確
に
わ
か
り
や
す

く
表
現
で
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
遺
物
に

つ
い
て
も
、
一
◯
年
以
上
前
は
数
百
万
円
ほ
ど
す
る
機

器
が
な
い
と
立
体
画
像
を
作
成
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、

個
人
レ
ベ
ル
で
使
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

現
在
は
個
人
で
も
容
易
に
実
施
で
き
る
技
術
が
導
入
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
、
こ
れ
ま
で
は
埴

輪
な
ど
の
大
型
品
は
、
実
測
に
時
間
が
か
か
る
な
ど
の

理
由
に
よ
り
写
真
の
み
の
公
開
と
な
っ
て
い
た
遺
物

を
、
比
較
的
短
時
間
で
計
測
で
き
、
図
面
を
作
成
す
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
十
五
郎
穴
横
穴
墓
群
で
の
横
穴

墓
の
測
量
結
果
や
、
セ
ン
タ
ー
所
蔵
の
未
報
告
の
埴
輪

の
デ
ジ
タ
ル
計
測
の
結
果
か
ら
、
考
古
学
の
最
新
測
量

事
情
を
紹
介
し
ま
し
た
。

SfM
/M
VS

に
よ
る
実
測

　

遺
物
の
実
測
に
か
か
る
時
間
の
短
縮
や
主
観
の
な
い

図
の
表
現
方
法
と
し
て
、
遺
構
の
測
量
で
も
ご
紹
介
し

たSfM
/M

V
S

に
よ
る
実
測
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
き

て
い
ま
す
。

　

SfM
/M

V
S

に
よ
る
実
測
の
利
点
は
、
①
短
時
間
・

簡
易
、
②
非
接
触
、
③
多
様
・
高
精
度
な
客
観
的
デ
ー

タ
の
取
得
と
活
用
、
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
下
図
の
鹿
形
埴
輪
を
例
と

す
る
と
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
撮
影
は
一
◯
分
程

度
で
終
了
し
、
そ
の
後
の
数
時
間
の
パ
ソ
コ
ン
処
理
で

完
成
と
な
り
ま
す
。

　

②
に
つ
い
て
は
、
文
化
財
の
保
全
と
い
う
観
点
か
ら

の
意
義
が
大
き
い
で
す
。
従
来
の
実
測
作
業
で
は
、
モ

ノ
に
接
触
す
る
時
間
が
長
く
、
そ
の
た
め
破
損
の
お
そ

れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

③
に
つ
い
て
は
、高
精
細
な
客
観
的
デ
ー
タ
に
よ
り
、

パ
ソ
コ
ン
上
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
か
ら
モ
ノ
を
観
察

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
デ
ー
タ
の
客

観
性
と
い
う
点
で
、
主
観
や
技
量
に
左
右
さ
れ
る
実
測

な
ど
よ
り
も
信
頼
度
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
し
た
方
法
以
外
に
も
、
ひ
た
ち
な
か
市

で
は
ハ
ン
デ
ィ
ー
タ
イ
プ
の
三
次
元
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ

ナ
に
よ
る
人
物
埴
輪
の
計
測
や
、
比
較
的
安
価
な
三
次

元
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
る
土
偶
の
計
測
（
ポ
ス

タ
ー
の
土
偶
）
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。　
（
稲
田
健
一
）
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＊ SfM（Structure-from-Motion）/MVS（Multi-view Stereo）　　＊展示では，三井猛氏と梅田由子氏にご指導いただきました。

三ツ塚古墳群 ( 第 14 号墳？ ) 出土鹿形埴輪（スケール 1/10）
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ヤ
ブ
ミ
ョ
ウ
ガ

　

ヤ
ブ
ミ
ョ
ウ
ガ

　

今
回
ご
紹
介
す
る
花
は
、白
い
可
憐
な
花
の
ヤ
ブ
ミ
ョ
ウ
ガ
（
藪
茗
荷
）

で
す
。ヤ
ブ
ミ
ョ
ウ
ガ
は
ツ
ユ
ク
サ
カ
科
ヤ
ブ
ミ
ョ
ウ
ガ
属
の
植
物
で
す
。

茎
は
柔
ら
か
く
ざ
ら
つ
き
、
中
程
に
葉
が
五
か
ら
六
枚
集
ま
っ
て
、
輪
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。
地
面
か
ら
の
高
さ
は
一
五
～
四
〇
㎝
ほ
ど
で
す
。
花

は
白
色
で
、
径
が
八
㎜
ほ
ど
で
す
。
実
は
熟
す
と
濃
い
紫
色
に
な
り
ま
す
。

名
前
の
由
来
は
、
ヤ
ブ
に
生
え
、
葉
や
茎
が
ミ
ョ
ウ
ガ
に
似
て
い
る
か
ら

と
さ
れ
ま
す
。
名
前
に
「
ミ
ョ
ウ
ガ
」
と
あ
り
ま
す
が
、
当
然
ミ
ョ
ウ
ガ

と
は
別
の
植
物
な
の
で
花
は
似
て
い
ま
せ
ん
。
八
～
九
月
頃
に
咲
き
ま
す
。

　

先
日
、
林
の
中
を
歩
い
て
い
る
と
、
木
漏
れ
日
が
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の

よ
う
に
な
っ
て
こ
の
花
を
照
ら
し
て
い
て
、
花
の
存
在
に
気
が
つ
き
ま
し

た
。
ま
る
で
、
「
私
を
撮
っ
て
！
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
よ
う
で
し
た

の
で
、
早
速
撮
影
し
た
お
花
で
す
。　
　
　
　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 　

（
稲
田
健
一
）
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講
座
1
「
虎
塚
古
墳
と
十
五
郎
穴
」／1

5
-

ワ

ン
ケ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ムv

o
l
.
5
2

「
徳

川
光
圀
と
文
化
財
保
護
」開
始

／1
8
-
2
0

平
井
遺
跡
試
掘
調
査
／1
9

遺
跡
め
ぐ
り
「
栃
木
県
の
遺
跡
探
訪
―

徳
川
光
圀
が
調
査
し
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地
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―
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0

講
座
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体
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（
茨
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県
考
古
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会
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史
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出
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上
坪
遺
跡
発
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調
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終
了
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初
重
先
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／9

市
生
涯
学
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歴
史
講
座
2
「
古
墳
時
代

の
は
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ま
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」
／1

0

・1
7

セ
ン
タ
ー
敷
地

内
石
塔
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
／1
1

那

珂
市
立
菅
谷
西
小
学
校
6
年
生
見
学

／1
5
-
1
7

市
毛
下
坪
遺
跡
試
掘
調
査
／

1
9

茨
城
県
考
古
学
協
会
研
究
発
表
会

参
加
（
磯
崎
東
古
墳
群
な
ど
）
／2

3

茨
城
大

学
遠
隔
授
業【
埋
文
セ
ン
タ
ー
の
活
動
】／2

4

津
田
東
自
治
会
見
学
／2

9
-

本
郷
東
遺

跡
試
掘
調
査
開
始
／3

0

茨
城
大
学
遠

隔
授
業【
虎
塚
古
墳
に
つ
い
て
】

７
月

-
4

ワ

ン

ケ

ー

ス

ミ

ュ

ー

ジ

ア

ム

v
o
l
.
5
2

「
徳
川
光
圀
と
文
化
財
保
護
」終

了
／5

-
9

標
本
陳
列
室
空
調
工
事
の
た

め
臨
時
休
館

４
月

1
3
-
2
0

市
毛
下
坪
遺
跡
試
掘
調
査
／

2
0
-
2
3

勝
倉
古
墳
群
・
勝
倉
富
士
山
遺

跡
試
掘
調
査
／2

2
-
2
7

堀
口
遺
跡
試
掘

調
査
／2

8

黒
澤
幸
太
郎
氏
資
料
寄
贈

【「
前
渡
村
役
場
」
の
瓦
】
／3

0

中
根
小
学
校

3
年
生
見
学

５
月

4N
H

K

総
合
テ
レ
ビ
に
て
虎
塚
古
墳
の

放
送
／9

特
別
展 

「
虎
塚
古
墳
壁
画
公

開4
0

周
年
―
公
開
と
保
存
へ
の
挑
戦

―
」
終
了
／1

1
-
1
9

市
毛
本
郷
坪
遺
跡

試
掘
調
査
／1

1
-

市
毛
上
坪
遺
跡
発
掘

調
査
開
始
／1

2

市
生
涯
学
習
課
歴
史
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編
集
後
記
の
　

虎
の
子

　
二
◯
二
一
年
一
月
六
日
、
市
内
津
田
地
区
で
工

事
を
し
て
い
る
方
か
ら
「
埴
輪
の
よ
う
な
も
の
が

出
た
」
と
い
う
連
絡
が
入
っ
た
。
遺
跡
地
図
で
場

所
を
確
認
す
る
と
、
登
録
し
て
い
る
遺
跡
は
な
い

場
所
だ
。
し
か
し
、
近
く
に
は
古
墳
群
が
存
在
し

て
お
り
、
新
た
な
古
墳
が
見
つ
か
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
と
、
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
現
地
に
向
か
っ

た
。
工
事
現
場
に
到
着
し
、
連
絡
を
し
て
く
れ
た

方
か
ら
「
こ
れ
だ
よ
」
と
渡
さ
れ
た
の
が
左
の
写

真
だ
。
こ
の
「
人
物
埴
輪
」
と
「
馬
形
埴
輪
」
は
、

勝
田
市
の
頃
に
水
戸
市
に
あ
っ
た
梅
香
舎
が
製
作

し
、
教
育
委
員
会
が
推
奨
品
と
し
て
販
売
し
て
い

た
「
勝
田
み
や
げ
」
で
あ
っ
た
。
二
つ
と
も
鉾
ノ

宮
古
墳
群
か
ら
出
土
し
た
市
指
定
文
化
財
の
埴
輪

を
モ
デ
ル
に
し
た
も
の
で
、
こ
の
他
に
大
平
古
墳

群
か
ら
出
土
し
た
「
乳
の
み
児
を
抱
く
埴
輪
」
も

販
売
さ
れ
て
い
た
。
い
ず
れ
も
現
在
は
入
手
困
難

で
、「
レ
ア
も
の
」
で
あ
る
。
な
ぜ
、
こ
の
場
所

に
捨
て
ら
れ
て
い
た
の
か
、
謎
が
残
る
。

　
新
た
な
古
墳
の
発
見
で
は
な
か
っ
た
が
、
素

晴
ら
し
い
出
土

品
で
あ
る
と
私

は
感
じ
て
い
る
。

何
よ
り
も
、
工

事
を
中
断
し
て

教
育
委
員
会
に

ご
連
絡
を
い
た

だ
い
た
こ
と
が
、

も
っ
と
も
う
れ

し
か
っ
た
こ
と

か
も
し
れ
な
い
。

出土？した埴輪みやげ

／-
7

本
郷
東
遺
跡
試
掘
調
査
終
了
／

1
3

旧
平
磯
中
学
校
空
撮
写
真
等
受
け

入
れ
／1

3
-
1
5

勝
倉
若
宮
遺
跡
試
掘
調

査
／1

3
-
1
6

大
成
町
遺
跡
・
殿
塚
古

墳
群
試
掘
調
査
／1

4

市
生
涯
学
習
課

歴
史
講
座
3
「
ひ
た
ち
な
か
市
の
生
産
遺
跡
1

埴
輪
」
／1

6

那
珂
湊
第
三
小
学
校
6
年

生
出
張
授
業
【
虎
塚
古
墳
と
古
代
の
食
文
化
に

つ
い
て
】
／2

0
-
2
3

上
馬
場
遺
跡
試
掘
調

査
／2

0
-
2
3

西
中
根
遺
跡
試
掘
調
査
／

2
4

国
営
ひ
た
ち
海
浜
公
園
勾
玉
づ
く

り
出
張
講
座

／3
1
-

ワ
ン
ケ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

5
3

「
モ
ノ
を
測
る
ー
考
古
学
最
新
測
量

事
情
―
」開
始

８
月

3

堀
口
遺
跡
試
掘
調
査
／1

1

市
生
涯

学
習
課
歴
史
講
座
4
「
ひ
た
ち
な
か
市
の
生

産
遺
跡
2
製
鉄
」／1

8
-
2
0

市
毛
遺
跡
・
市

毛
上
坪
遺
跡
試
掘
調
査
／2

0

市
商
工

観
光
課　

市
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
撮
影
（
標
本
陳

列
室
・
虎
塚
古
墳
）

／2
4
-

茨
城
県
緊
急
事
態
宣
言
に
伴
う

臨
時
休
館
／2

4
-
2
5
部
田
野
狢
Ⅰ
遺
跡

試
掘
調
査
／2
4
-
3
1

博
物
館
実
習（
京
都

女
子
大
学
・
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
）

／3
1
-

大
平
Ｃ
遺
跡
・
殿
塚
古
墳
群
試

掘
調
査
，
本
郷
東
遺
跡
発
掘
調
査
開
始

９
月

7
-
1
4

市
毛
上
坪
遺
跡
試
掘
調
査
／

-
1
6

本
郷
東
遺
跡
発
掘
調
査
終
了
／8

市
生
涯
学
習
課
歴
史
講
座
5
「
ひ
た
ち
な

か
市
の
生
産
遺
跡
3
古
代
瓦
」

／-
8

大
平
Ｃ
遺
跡
・
殿
塚
古
墳
群
試

掘
調
査
終
了
／-

2
6

臨
時
休
館
終
了
／

2
8

神
栖
市
歴
史
民
俗
資
料
館
よ
り
資

料
返
却
／2

8

小
澤
眞
智
知
子
氏
資
料

寄
贈
【
古
墳
時
代
前
期
土
器
な
ど
】
／2

8
-
3
0

大
平
Ｃ
遺
跡
・
殿
塚
古
墳
群
試
掘
調
査

　

月
開館

日数

個人 団体 計

（人） （団体） （人） （人）
４月 26 230 1 （1） 46 （46） 276

５月 26 564 2 （0） 45 （0） 609
６月 26 231 2 （1） 85 （71） 316
７月 27 256 0 （0） 0 （0） 256
８月 19 243 7 （0） 49 （0） 292
９月 3 17 0 （0） 0 （0） 17
合計 127 1541 12 （2） 225（117） 1766

入 館 者 状 況（2021.4.1. ～ 2021.9.30）

（ ）内は学校数
ひたちなか市埋蔵文化財調査センター及び ( 公財 ) ひたち
なか市生活・文化・スポーツ公社が開催する事業は『市報
ひたちなか』及び下記のホームページでお知らせします。
http://hitachinaka-culturehall.jp/news-cat/kokuchi/


